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市
民
の
協
力
の
も
と
、
ご
み

の
分
別
回
収
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
執
行
部
よ
り
平
成
19
年

度
中
に
回
収
し
た
ご
み
を
再
資

源
と
し
て
、
業
者
に
売
却
し
た

実
績
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
や
ス
チ
ー
ル
で
１
千

596
万
９
千
406
円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
76
万
７
千
632
円
、
紙
類
で

514
万
３
千
860
円
、
そ
の
他
不
燃

性
粗
大
ご
み
で
714
万
１
千
84
円
。

合
計
２
千
902
万
１
千
982
円
が

市
の
収
入
と
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

平
成
18
年
10
月
か
ら
現
在
の

ご
み
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
、

平
成
19
年
度
が
初
め
て
１
年
を

通
じ
て
ご
み
の
分
別
を
徹
底
で

き
た
年
で
し
た
。

た
と
え
一
つ
の
ご
み
で
あ
っ

て
も
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
正

し
く
分
別
を
行
い
、
そ
れ
が
積

平
成
19
年
度
に
総
額
６
千

766
万
１
千
908
円
の
調
査
費
用

を
か
け
、
紀
の
川
市
内
16
の

小
・
中
学
校
の
校
舎
等
耐
震

二
次
診
断
（
平
成
18
年
度
は

３
校
実
施
）
を
行
っ
た
結
果
、

※

IS
値
0.3
未
満
の
学
校
も
あ

っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。各

学
校
の
数
値
に
つ
い
て

は
、
地
震
防
災
対
策
特
別
措

置
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
県
か
ら
の
指
示
が

あ
り
次
第
公
表
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

市
と
し
て
も
大
切
な
子
ど

も
た
ち
が
１
日
の
大
半
を
過

ご
す
重
要
な
施
設
で
あ
り
、

保
護
者
の
方
々
も
心
配
だ
と

思
う
の
で
、
危
険
度
の
高
い

施
設
か
ら
早
急
に
耐
震
工
事

等
の
対
応
を
行
う
と
の
こ
と

で
し
た
。

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
紀

の
川
市
全
域
で
地
域
巡
回
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

細
野
～
貴
志
川
、
桃
山
～

鞆
渕
の
２
コ
ー
ス
に
つ
い
て

は
日
曜
日
に
運
行
し
て
い
な

い
状
況
な
の
で
、
今
後
日
曜

日
に
運
行
す
る
予
定
は
な
い

の
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

旧
町
時
代
に
日
曜
日
に
利
用

者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

日
曜
日
は
運
行
し
て
い
な
い
。

合
併
を
し
、
状
況
が
変
わ

っ
て
い
る
の
で
、
平
成
20
年

11
月
か
ら
試
行
運
転
を
行
い
、

そ
の
利
用
状
況
と
巡
回
バ
ス

全
域
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
基
に
検
討
す
る
。

た
だ
、
日
曜
日
の
追
加
運

行
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、

バ
ス
１
台
当
た
り
年
間
約
80

万
円
の
追
加
費
用
が
発
生
す

る
の
で
、
地
域
公
共
交
通
会

議
の
中
で
慎
重
に
協
議
し
た

い
。

市
の
広
報
誌
等
の
配
布
に

つ
い
て
は
業
者
へ
委
託
し
て

お
り
、
平
成
18
年
度
は
、
２

万
４
千
363
世
帯
へ
の
配
布
で

委
託
料
１
千
962
万
５
千
713
円
。

平
成
19
年
度
は
、
２
万
４

千
736
世
帯
へ
の
配
布
で
２
千

132
万
２
千
650
円
と
な
っ
て
い

る
。区

長
会
の
中
で
も
、
地
域

の
交
流
、
高
齢
世
帯
等
へ
の

声
か
け
運
動
の
観
点
か
ら
、

自
治
区
で
の
配
布
を
行
っ
て

は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
出

て
い
た
が
、
市
と
し
て
は
自

治
区
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
へ
の
配
布
漏
れ
が
懸
念
さ

れ
る
の
で
、
よ
り
確
実
に
市

か
ら
の
情
報
を
市
民
に
伝
達

で
き
る
業
者
に
よ
る
配
布
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

272億4,322万円歳入総額
（平成18年度　271億3,225万円）

265億5,528万円歳出総額
（平成18年度　262億9,660万円）

ご
み
分
別
で
収
入
ア
ッ
プ
!!

全
小
・
中
学
校
の

耐
震
診
断
終
わ
る

IS
値
0.3
未
満
の
学
校
も
あ
り
!耐震工事が終了した田中小学校

※
IS
値
と
は
、
耐
震
改
修
促
進
法
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た

構
造
耐
震
指
標
と
い
っ
て
、
耐
震
診
断
で
判
断
の
基
準
と

な
る
値
を
い
う
。

耐
震
診
断
の
結
果
は
IS
値
と
い
う
値
で
示
さ
れ
る
。

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
IS
値
の
目
安
…

旧
建
設
省
の
告
示
（
平
成
７
年
12
月
25
日
）
に
よ
る

IS
値
0.3
未
満
…
地
震
の
震
動
お
よ
び
衝
撃
に
対
し
て
倒
壊

し
、
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
。

IS
値
0.3
以
上
0.6
未
満
…
地
震
の
震
動
お
よ
び
衝
撃
に
対
し

て
倒
壊
し
、
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

IS
値
0.6
以
上
…
地
震
の
震
動
お
よ
び
衝
撃
に
対
し
て
倒
壊

し
、
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
低
い
。

地
域
巡
回
バ
ス

全
コ
ー
ス
日
曜
日
も
運
行

地
域
交
流
か

　
　
　

責
任
達
成
か

広
報
誌
配
布地域巡回バス 粉河支所ごみ集積施設

平
成
19
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
決
算

平
成
20
年
第
３
回
定
例
会

み
重
な
れ
ば
大
き
な
財
産
と
な

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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下
水
道
事
業
全
般
に
つ
い

て
、
人
口
が
減
少
し
財
政
的

な
問
題
も
あ
る
の
で
、
今
後

下
水
道
事
業
全
体
を
見
直
す

の
か
。

現
在
、
合
併
浄
化
槽
や
農

業
集
落
排
水
事
業
と
の
費
用

比
較
を
行
い
、
さ
ら
に
紀
の

川
市
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に

そ
っ
た
形
で
見
直
し
た
い
。

ま
た
、
県
の
流
域
下
水
道

の
計
画
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
効
率
的
な
事
業
の
方
法

を
採
用
し
た
い
。

紀
の
川
市
と
岩
出
市
の
料

金
格
差
が
ス
タ
ー
ト
時
点
か

ら
あ
る
と
将
来
的
に
格
差
解

消
は
難
し
い
の
で
は
。

岩
出
市
と
は
地
形
も
違
う

し
個
々
の
状
況
も
違
い
、
将

来
の
維
持
管
理
費
や
効
率
性

も
違
う
の
で
同
一
料
金
は
難

し
い
。

平
成
20
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
平
成
19
年
度
の
各
会
計
決
算
、
議
員
提
出

議
案
な
ど
86
議
案
を
審
議
し
た
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

障
害
者
自
立
支
援
費
で
相

談
支
援
充
実
・
強
化
事
業
委

託
料
の
委
託
先
、
相
談
件
数

等
の
現
状
は
。

駐
車
場
が
狭
い
た
め
、

拡
張
工
事
を
行
い
平
成
20

年
・
21
年
の
２
年
間
で
完

成
す
る
。

全
体
の
事
業
費
は
、
３

億
７
千
229
万
９
千
円
で
あ

り
、
そ
の
内
市
の
負
担
は
、

１
億
278
万
５
千
円
で
あ
る
。

斎
場
費
の
五
色
台

広
域
施
設
組
合
負
担

金
９
千
406
万
３
千
円

の
増
額
内
容
と
、
全

体
の
事
業
費
は
。

Q

A打
田
地
区
に
あ
る
「
麦
の

郷
紀
の
川
・
岩
出
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
委
託
し
て
お

り
、
相
談
件
数
は
平
成
19
年

度
実
績
で
３
千
353
件
で
あ
る
。

Q

A

あ
る
た
め
、
危
険
度
の
高
い

校
舎
よ
り
耐
震
化
を
は
か
り
、

そ
の
後
に
つ
い
て
は
合
併
特

例
債
を
活
用
し
、
順
次
計
画

的
に
補
強
工
事
を
し
て
い
き

た
い
。

基
準
値
に
達
し
て
い
な
い

校
舎
が
あ
り
、
補
強
対
策
に

つ
い
て
は
、
今
回
改
正
さ
れ

た
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置

法
の
な
か
で
、
平
成
22
年

度
ま
で
3
分
の
2
の
補
助
が

市
内
の
小
学
校
で
、
耐
震

基
準
値
（
IS
）
が
0.3
未
満
で

あ
る
校
舎
の
今
後
の
補
強
対

策
は
。

A Q

紀の川・岩出生活支援センター　麦の郷

五色台聖苑

今年度改築する安楽川小学校

那賀浄化センター

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

は
。ま

た
、
改
正
後
の
市
民
に

対
す
る
対
応
は
。

計
画
区
域
の
見
直
し
に
よ

り
除
外
さ
れ
る
区
域
や
参
入

さ
れ
る
区
域
が
あ
る
。

市
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
自
治
連
絡
協
議
会
や
区

長
会
を
中
心
に
説
明
会
を
開

催
す
る
。

紀
の
川
市
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
改
正

QA

紀
の
川
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

Q極
小
ゴ
ミ
袋
導
入
の
効
果

と
そ
の
周
知
方
法
は
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
軽
量

化
が
図
ら
れ
有
効
利
用
で
き

る
。周

知
方
法
は
市
の
広
報
誌

等
で
行
う
。

A

紀
の
川
市
公
共
下
水
道
条
例
の
制
定QA

QA

紀
の
川
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
条
例
の
制
定

平
成
19
年
度
末
で
指
定
業

者
の
数
は
114
社
。
そ
の
中
で

市
内
業
者
は
70
社
。

紀
の
川
市
麻
生
津
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

修
繕
料
１
千
22
万
円
の
増

額
補
正
の
内
容
は
。

８
月
６
日
に
落
雷
を
受
け
、

制
御
盤
等
が
故
障
し
た
た
め

の
修
繕
料
で
あ
り
、
施
設
の

落
雷
対
策
は
、
簡
易
水
道
等

の
統
廃
合
を
含
め
、
そ
の
中

で
避
雷
器
の
設
置
を
進
め
て

い
き
た
い
。

QA

～紀の川市指定  一般家庭用  もやすごみ専用袋 （サイズ表）～

1袋 10枚入り（100円）（大）
45ℓ（容量）
0.03 ㎜（厚さ）
縦 800㎜×横 650㎜（寸法）

1袋 14枚入り（100円）
30ℓ
0.03 ㎜
縦 700 ㎜×横 500㎜

（小）
（容量）
（厚さ）
（寸法）

1袋 20枚入り（100円）
20ℓ
0.025 ㎜
縦 550 ㎜×横 400㎜

（極小）
（容量）
（厚さ）
（寸法）

○

○
○ ○

○
○

○ ○

○

一般家庭用（小）

結んでお使いください

収集日当日の午前８時までに
必ず出してください。

台所のごみは十分に水切りを
してください。

カン・ビン等もえないものは
絶対に入れないでください。

もやすごみ専用袋
もやすごみ専用袋

結んでお使いください

一般家庭用（極小）

 カン・ビン等もえないものは
 絶対に入れないでください。

 台所のごみは十分に水切りを
 してください。

 収集日当日の午前８時までに
 必ず出してください。

 収集日当日の午前８時までに
 必ず出してください。

もやすごみ専用袋

結んでお使いください

 台所のごみは十分に水切りを
 してください。

 カン・ビン等もえないものは
 絶対に入れないでください。

一般家庭用（大）

紀の川市
氏名地区名

紀の川市

紀の川市
氏名地区名

氏名地区名

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
集
中

斎
場
統
合
へ

耐
震
補
強
工
事
に
着
工

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
の
数
は
。

Q

A
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マ
ン
ホ
ー
ル
403
箇

所
の
内
、
25
箇
所
を

改
修
し
て
い
る
。

団
地
開
発
か
ら
約

30
年
経
過
し
て
お
り
、

舗
装
が
傷
ん
で
き
て

い
る
状
況
も
あ
り
、

市
道
改
良
工
事
の
際

に
改
良
し
て
い
き
た

い
。 貴

志
川
町
の
長
山
団
地
内

道
路
上
の
下
水
マ
ン
ホ
ー
ル

が
、
道
路
面
よ
り
高
く
設
置

さ
れ
、
通
行
上
危
険
な
構
造

で
、
旧
町
時
代
か
ら
も
指
摘

し
た
が
、
改
修
が
進
ん
で
い

な
い
。
い
つ
頃
ま
で
に
行
う

の
か
。

危
険
な
箇
所
か
ら
改
修
し

て
き
た
が
、
今
後
、
計
画
的

に
道
路
舗
装
も
前
向
き
に
す

す
め
て
い
き
た
い
。

開
発
業
者
が
造
成

し
た
団
地
の
道
路
で
、

市
道
に
認
定
さ
れ
て

い
な
い
認
定
外
道
路

が
、
長
年
、
補
修
も

さ
れ
ず
困
っ
て
い
る

所
が
あ
る
。

道
路
所
有
者
に
対

し
、
市
道
へ
の
認
定

指
導
や
勧
告
が
必
要

だ
が
、
市
の
対
応
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

所
有
者
が
倒
産
し

が
破
損
し
、
通
行
に
支
障
が

出
た
状
況
下
で
、
所
有
者
協

議
を
実
施
す
る
が
、
一
向
に

改
善
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

道
路
整
備
補
助
事
業
は
、

公
共
性
の
高
い
生
活
道
路
が

対
象
で
あ
り
、
個
人
所
有
の

場
合
は
補
助
対
象
外
と
な
る
。

市
民
税
を
納
め
な
が
ら
、

市
補
助
も
受
け
ら
れ
な
い
心

答
建
設
部
長

マンホールを避けて通る車

問

認定外道路の整備対策をた
り
、
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
、

市
道
に
認
定
出
来
な
い
複
雑

な
事
情
は
、
所
有
者
に
責
任

が
あ
り
、
住
民
に
責
任
は
無

い
。市

民
に
は
、
公
平
な
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
で
、
対
策
と
補

助
基
準
も
研
究
し
て
改
善
し

て
は
ど
う
か
。

分
譲
団
地
内
道
路
で
、
会

社
・
個
人
所
有
で
舗
装
な
ど

答

建
設
部
長

問安
全
な
生
活
道
路
に

答

市

長

情
は
察
す
る
が
、
地
域
関
係

者
の
住
民
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
、

道
路
所
有
者
と
の
解
決
を
促

し
、
市
道
認
定
手
続
き
の
行

政
指
導
を
し
て
い
く
。

市
も
、
こ
の
よ
う
な
事
例

を
解
決
・
改
善
方
法
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

吉田  隆三郎  議員

寺西　健次　議員

輸
入
穀
物
価
格
の
高
騰
で

食
品
が
値
上
が
り
し
、
一
方

で
は
食
料
生
産
の
農
地
の
耕

作
放
棄
地
が
増
大
し
て
い
る
。

今
後
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
目
指
し
て
耕
作
放
棄
地

の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

昨
年
、
市
・
JA
・
農
業
委

員
会
で
、
紀
の
川
市
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
を
設

立
し
、
耕
作
放
棄
地
対
策
等

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

住
居
地
周
辺
で
の
耕
作
放

棄
地
は
、
害
虫
や
火
災
の
発

生
も
あ
り
農
業
委
員
会
を
通

じ
て
、
地
権
者
に
連
絡
を
と

り
適
正
な
管
理
を
指
導
す
る

が
、
２
割
ぐ
ら
い
の
人
は
対

応
し
な
い
と
聞
く
が
こ

の
場
合
の
市
の
方
針
は

ど
う
か
。

当
地
に
居
住
し
て
い

な
い
等
に
よ
り
、
対
応

で
き
て
い
な
い
地
権
者

が
あ
る
が
、
今
後
国
や

県
と
連
携
し
て
対
策
を

検
討
し
た
い
。
ま
た
、

本
格
的
に
生
産
放
棄
地

解
消
に
向
け
て
、
ほ
場

整
備
事
業
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

活
動
へ
の
補
助
制
度
も
実
施

し
、
３
年
後
に
は
30
％
の
被

害
軽
減
を
目
指
し
て
い
る
。

収
穫
直
前
の
被
害
は
、
農

家
が
再
生
産
意
欲
を
な
く
す
。

今
後
の
被
害
軽
減
対
策
に

対
し
、
市
長
の
決
意
を
聞
く
。

広
域
的
に
働
き
か
け
、
鳥

獣
の
数
を
減
ら
し
被
害
軽
減

に
努
め
た
い
。

耕
作
放
棄
地

解
消
策
は

問答

農
林
商
工
部
長

問

深
刻
化
す
る
有
害
鳥
獣
の

被
害
防
止
の
た
め
に
国
は
、

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措

置
法
を
制
定
し
た
が
、
そ
れ

に
基
づ
き
紀
の
川
市
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ
イ
グ
マ

の
農
作
物
へ
の
被
害
が
急
増

し
て
お
り
、
猟
友
会
に
よ
る

捕
獲
や
、
電
気
柵
へ
の
３
分

の
２
補
助
の
導
入
や
、
集
落

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
対
策

問答

農
林
商
工
部
長

問答

市

長

答
市
長
・
農
林
商
工
部
長

イノシシよけ電気柵

岩坪　初雄　議員
　・スクールサポーターの活動について
　・幹線道路の清掃について
　・自主防災組織の現状

前田　正昭　議員
　・ＪＲ打田駅周辺の整備と本庁舎へのアクセス
　　道路としての都市計画道路について

松本　哲茂　議員
　・管内の橋の調査について

原　延治　議員
　・国の財務指標による指導と紀の川市の財政に
　　ついて
　・紀の川市の治安について

石井　仁　議員
　・障害者施策について

杉原　勲　議員
　・税の収納率と今後の取り組みについて

岡田　勉　議員
　・公共交通の充実について
　・行政と住民の協働について

寺西　健次　議員
　・農業振興について

吉田　隆三郎　議員
　・生活道路の整備について

田代　範義　議員
　・地球温暖化対策について
　・エコキャップ運動について

坂本　康隆　議員
　・ＪＲ和歌山線の活性化対策について

高田　英亮　議員
　・放課後子ども教室と学童保育の充実について
　・安心して子どもを産み育てられる環境づくり
　　について

堂脇　光弘　議員
　・消防団について

高橋　顯司　議員
　・都市計画・都市計画税について
　・火葬場について

いっぱん質問
市政を問う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので市議会事務局議事調査課までお問

い合わせください。  （TEL ７７−０８９２）
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動
に
支
障
が
出
る
と
考
え
ら

れ
、
連
合
体
制
と
し
て
い
る
。

経
費
節
減
等
、
体
制
の
見

直
し
も
し
て
い
く
必
要
は
あ

る
と
考
え
る
が
、
し
ば
ら
く

は
、
現
体
制
で
維
持
し
た
い

と
考
え
る
。

団
員
確
保
が
困
難
な
状
況

の
中
、
分
団
を
統
合
し
て
は

ど
う
か
。

消
防
団
員
は
全
国
的
に
減

少
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

分
団
を
統
合
し
て
、
消
防
団

活
動
を
維
持
し
て
い
く
と
い

う
方
法
も
あ
る
が
、
消
防
団

は
、
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
訓
練
を
通
じ
、
住
民

に
対
し
防
火
・
防
災
思
想
の

普
及
や
、
風
水
害
等
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
防
災
活

動
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
円
滑
に

行
う
た
め
消
防
団
本
部
を
中

心
に
、
地
域
に
密
着
し
た
体

制
を
形
成
し
て
お
り
、
で
き

る
だ
け
細
か
な
消
防
防
災
活

動
を
行
っ
て
い
く
上
で
も
、

各
地
区
に
分
団
あ
る
い
は
部

を
設
け
て
お
き
た
い
と
の
考

え
で
あ
る
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
紀
の
川
市
の
消
防
団
は
、

連
合
消
防
団
で
あ
り
、
団
長

が
5
人
で
あ
る
が
、
団
長
は

1
人
で
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。ま

た
、
経
費
節
減
等
も
考

え
、
機
構
改
革
し
て
は
ど
う

か
。紀

の
川
市
の
消
防
団
は
、

合
併
前
の
旧
町
単
位
の
消
防

団
の
体
制
を
維
持
し
、
連
合

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

消
防
団
は
各
地
域
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
消
火
等
の
訓
練
を

重
ね
、
緊
急
に
あ
た
っ
て
は

消
防
の
任
務
を
果
す
た
め
、

部
隊
行
動
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
一
気
に
消
防

団
を
統
一
す
る
と
、
そ
の
活堂脇　光弘　議員

機
構
改
革して

は

問答

総
務
部
長

問答

総
務
部
長

老朽化した消防器具庫

学
童
保
育
は
安
心

し
て
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
、
働
く
父
親
、

母
親
に
と
っ
て
ぜ
ひ

と
も
必
要
、
希
望
の

出
て
い
る
丸
栖
小
学

校
区
へ
の
学
童
保
育

を
設
置
し
て
は
。

学
童
保
育
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
国
・

県
の
補
助
金
規
定
で

人
数
の
制
限
が
あ
る
た
め
、

な
か
な
か
学
校
区
ご
と
と
は

い
か
な
い
。
し
か
し
、
丸
栖

地
区
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
要
望
が
あ
っ
た

た
め
、
現
状
を
見
つ
つ
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
、
子
ど
も
を

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

市
事
業
と
し
て
親
子
教
室
、

赤
ち
ゃ
ん
広
場
、
子
育
て
教

室
、
交
流
の
場
作
り
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
等
の
活
動
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。

答

保
健
福
祉
部
長

活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
保
健
師
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
指
導
を
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動

が
充
実
し
て
い
く
よ
う
に
、

公
共
施
設
の
利
用
や
情
報
提

供
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

学
童
保
育
、
丸
栖
小
学
校

に
つ
い
て
は
要
望
も
多
い
の

で
、
来
年
度
は
ぜ
ひ
と
も
と

い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
、
民
間
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
々
、
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
方
と
も
十
分
連
携
を
密

に
し
て
問
題
を
解
決
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

高田　英亮　議員

答

市

長
学童保育で宿題をする子どもたち

名
手
駅
で
の
物
産
販
売
は
、

和
歌
山
線
や
名
手
駅
周
辺
の

活
性
化
の
観
点
か
ら
、
非
常

に
重
要
な
提
案
と
思
う
。

青
洲
の
里
の
物
産
販
売
の

活
用
な
ど
と
総
合
的
に
検
討

し
JR
西
日
本
や
地
域
商
店
街
、

青
洲
の
里
と
連
携
し
て
名
手

駅
前
の
活
性
化
に
取
り
組
み

た
い
。

JR
和
歌
山
線
の
現
状
で
は

増
便
に
つ
い
て
、
大
変
き
び

し
い
状
況
で
あ
る
。

ま
ず
、
利
用
促
進
を
ど
う

進
め
る
か
が
大
事
な
こ
と
で
、

市
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
考
え

和
歌
山
線
を
活
性
化
す
る
た

め
に
、
積
極
的
に
JR
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

紀
の
川
市
の
東
の
玄
関
口

名
手
駅
ま
で
の
増
便
は
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
確
か
に

重
要
で
JR
と
協
議
を
重
ね
て

き
た
が
、
大
変
難
し
い
状
況

で
あ
り
、
駅
周
辺
整
備
と
賑

わ
い
の
創
出
は
、
市
内
全
駅

に
共
通
し
た
課
題
で
あ
る
。

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
上
で
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
た

い
。観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
脚

光
を
あ
び
る
観
光
の
拠
点
に
、

名
手
駅
を
位
置
づ
け
、
駅
前

の
整
備
や
駅
舎
の
活
用
を
は

か
り
観
光
物
産
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
に
活
用
し
て
は
。

原
油
高
、
物
価
高

に
直
面
し
生
活
防
衛

意
識
が
強
ま
る
な
か
、

マ
イ
カ
ー
通
勤
か
ら

電
車
通
勤
に
切
り
替

え
つ
つ
あ
る
現
状
と

各
駅
周
辺
の
駐
車
場

確
保
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

JR
市
内
各
駅
周
辺

に
は
、
市
営
民
営
を
含
め
駐

車
場
も
整
備
さ
れ
、
現
時
点

で
は
収
容
能
力
に
も
余
裕
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
利
用
促
進
と
空

き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
に

つ
な
が
る
施
策
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

者
の
環
境
保
全
へ
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
「
紀
の
川
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し

た
。こ

の
計
画
は
、
平
成
18
年

を
基
準
と
し
使
用
さ
れ
た
電

気
、
燃
料
お
よ
び
焼
却
し
た

処
理
量
等
で
算
出
さ
れ
た
温

室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
１
万

１
千
55
ｔ
─
CO2
を
平
成
20
年

よ
り
５
年
間
で
、
５
%
削
減

す
る
も
の
で
あ
る
。
温
室
効

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
800
個
で
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

１
人
分
に
な
る
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
れ
ば
多

く
の
子
供
た
ち
の
命
が
救
え

る
。
市
と
し
て
収
集
す
る
考

え
は
。

収
集
運
搬
コ
ス
ト
で
難
し

い
面
が
あ
る
。
運
動
の
趣
旨

は
賛
同
で
き
る
の
で
、
市
民

団
体
等
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

低
公
害
車
燃
料
は
、
（
CO2

削
減
）
地
球
温
暖
化
防
止
、

市
民
の
環
境
意
識
の
向
上
、

環
境
型
社
会
の
形
成
を
促
進

す
る
効
果
等
が
あ
る
。
市
で

取
り
組
む
に
は
、
回
収
後
の

廃
食
用
油
の
燃
料
化
施
設
の

整
備
、
回
収
方
法
や
コ
ス
ト

面
等
課
題
も
あ
り
、
今
、
広

域
で
ゴ
ミ
処
理
施
設
整
備
を

計
画
中
で
、
こ
の
枠
組
み
の

中
で
で
き
な
い
か
、
他
市
町

と
調
整
を
図
り
、
市
民
・
行

政
と
連
携
し
検
討
を
し
た
い
。

市
の
温
暖
化
対
策

お
よ
び
環
境
対
策
の

取
り
組
み
状
況
と
今

後
の
対
策
は
。

市
自
ら
の
事
務
・

事
業
に
よ
っ
て
発
生

す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
抑
制
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
環

境
へ
の
負
荷
を
低
滅

し
市
民
お
よ
び
事
業 田代　範義　議員

問

公用車をバイオ燃料車に
答
市
民
部
長

答
保
健
福
祉
部
長

果
ガ
ス
の
約
54
％

は
、
ご
み
の
焼
却

や
水
道
の
電
気
使

用
量
で
あ
り
、
市

民
の
ご
理
解
、
ご

協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。
さ
ら
に
ご

み
の
分
別
に
よ
る

資
源
化
、
節
水
等

啓
発
に
努
め
た
い
。

廃
食
用
油
に
よ

る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
「
Ｂ
Ｄ

Ｆ
」
精
製
事
業
を

市
で
取
り
入
れ
て

は
。 問答

市
民
部
長

答

市
民
部
長

問 世
界
の
子
供
達
の

命
を
救
お
う 紀の川市パッカー車

坂本　康隆　議員

名
手
駅
止復活

を

問

上
り
粉
河
駅
止
め
を
延
伸

し
、
一
時
間
に
一
本
の
運
行

を
増
便
し
利
用
客
の
不
便
さ

を
解
消
す
る
た
め
名
手
駅
止

め
の
復
活
は
で
き
な
い
も
の

か
。 問答

企
画
部
長

問

答

農
林
商
工
部
長

答

市

長
JR 名手駅

マイカーから電車通勤へ

丸栖校区に学童保育を

答
企
画
部
長

問

問 子
育
て
に

も
っ
と
支
援
を
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前田　正昭　議員

松本　哲茂　議員

駅
前
線
に
つ
い
て
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

平
成
19
年
・
20
年
度
で
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
策

定
す
る
、
本
市
将
来
像
と
そ

の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
基
本
的
な
も
の

で
あ
り
、
旧
町
の
都
市
計
画

と
は
別
に
新
市
紀
の
川
市
と

し
て
新
た
に
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

現
在
、
策
定
中
で
あ
り
、

具
体
的
な
答
弁
は
で
き
か
ね

る
が
、
上
位
計
画
の
長
期
総

合
計
画
や
県
が
定
め
る
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
即
し
つ
つ
、
住
民
の
皆
様

の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
策

定
し
た
い
。

都市計画道路は
旧
打
田
町
で
都
市

計
画
決
定
さ
れ
て
い

る
、
国
道
24
号
か
ら

庁
舎
へ
の
北
大
井
打

田
線
と
同
じ
く
国
道

24
号
か
ら
打
田
駅
ま

で
の
駅
前
打
田
線
と

打
田
駅
か
ら
北
へ
の

問

答

建
設
部
長

打
田
駅
北
側
の
「
駅
前
広

場
」
の
内
容
は
ど
ん
な
も
の

か
。打

田
駅
は
、
紀
の
川
市
の

玄
関
口
と
し
て
位
置
づ
け
を

し
て
い
る
。

駐
輪
場
の
拡
張
整
備
、
駐

車
場
の
整
備
、
バ
ス
路
線
の

乗
り
入
れ
、
さ
ら
に
駅
前
広

場
、
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
、

総
合
的
な
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
前
問
と

同
じ
く
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
の

で
、
打
田
駅
の
位
置
づ
け
を

重
要
と
考
え
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
調
査
・
研
究
を
し

た
い
と
考
え
る
。

駅
前
広
場
は　
　

問答

企
画
部
長

JR 打田駅周辺

本
市
管
内
に
10
ｍ
以
上
の

橋
が
176
ヶ
所
、
ま
た
10
ｍ
以

下
に
な
る
と
630
ヶ
所
余
り
の

数
に
な
る
。
道
路
構
造
で
重

要
な
施
設
で
あ
る
橋
梁
の
点

検
早
期
の
補
修
、
補
強
に
よ

り
橋
の
長
命
化
を
図
る
た
め

の
調
査
を
、
19
年
度
よ
り
実

施
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査

は
、
10
ｍ
以
上
の
橋
176
ヶ
所

が
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、

調
査
し
た
後
の
対
策
は
。

19
年
度
よ
り
3
年
計
画
で

調
査
を
す
る
。
3
段
階
に
分

け
て
デ
ー
タ
を
作
成
し
緊
急

を
要
す
る
橋
以
外
は
、
調
査

が
終
り
し
だ
い
計
画
を
た
て
、

順
次
補
強
修
繕
等
を
行
っ
て

い
く
。

21
年
度
よ
り
計
画
し
調
査

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
調

査
は
業
者
で
な
く
職
員
が
研

修
を
受
け
た
後
、
調
査
し
安

全
に
渡
れ
る
よ
う
に
努
め
て

い
く
。

管
内
630
ヶ
所
余
り
の
10
ｍ

以
下
の
橋
、
調
査
点
検
は
ど

う
す
る
の
か
。

昭
和
32
年
に
架
け
ら
れ
た

貴
志
川
町
の
貴
志
橋
が
50
年

経
過
す
る
な
か
、
長
命
化
を

計
る
た
め
重
量
制
限
を
。

21
年
度
で
調
査
す
る
予
定
。

今
後
修
繕
計
画
の
な
か
で
、

重
量
制
限
、
補
修
計
画
の
位

置
付
を
し
て
、
安
全
に
利
用

見
解
は
。

調
査
の
後
、
危
険
な
橋
は

補
強
や
架
け
替
え
等
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
貴
志
橋
の

問
題
は
、
重
量
制
限
等
考
え

る
な
か
、
管
理
し
て
い
る
市

と
し
て
、
警
察
と
も
協
議
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大
丈
夫
か
、

管
内
の
橋

問答

建
設
部
長

問

答

建
設
部
長

貴
志
橋
に
重
量
制
限
を

問答

建
設
部
長

で
き
る
よ
う
橋

梁
管
理
に
努
め

た
い
。

19
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
る

紀
の
川
市
全
域

の
橋
の
調
査
点

検
、
貴
志
橋
の

重
量
制
限
に
つ

い
て
、
市
長
の

答

市

長

問

貴志橋（貴志川町内）

19
年
度
都
市
計
画
事
業
は

ど
ん
な
事
業
を
し
た
の
か
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
中
で
あ
る
が
、
市

独
自
の
プ
ラ
ン
を
検
討
し
た

の
か
。
課
税
の
公
平
性
と
い

う
こ
と
か
ら
も
、
都
市
計
画

区
域
を
市
全
域
と
し
、
市
民

全
て
が
税
負
担
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

19
年
度
は
旧
町
か
ら
の
継

続
事
業
で
公
園
、
名
手
駅
前

整
備
、
街
路
事
業
、
下
水
道

等
実
施
し
た
。
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
都
市
計
画
法
に
基
づ

き
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
方
針
、
方
向
を
定
め

る
計
画
の
策
定
で
あ
る
。
旧

町
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
継

承
し
、
市
全
体
と
し
て
よ
り

大
き
な
視
点
で
検
討
し
て
い

く
。

ま
た
、
都
市
計
画
区
域
を

市
全
域
に
す
れ
ば
建
ぺ
い
率

等
の
制
限
が
生
じ
る
事
か
ら

高橋　顯司　議員

岩坪　初雄　議員

都
市
計
画事業

は

問答

建
設
部
長

8
月
6
日
打
田
地
区
の
火

葬
場
が
火
災
で
被
害
を
受
け

た
が
、
今
後
打
田
火
葬
場
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
。

平
成
25
年
頃
ま
で
に
2
市

1
町
で
広
域
施
設
組
合
に
加

入
を
検
討
、
供
用
開
始
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
と
聞
く
が

今
後
の
市
の
対
応
は
。

打
田
火
葬
場
存
続
は
、
老

も
進
ん
で
い
る
た
め
一
日
で

も
早
い
完
成
を
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

７
万
の
市
と
し
て
独
自
に

火
葬
場
を
持
つ
の
は
当
然
と

思
う
し
、
五
色
台
ま
で
遠
い

た
め
不
便
さ
は
あ
る
が
、
経

費
、
用
地
等
を
考
え
る
と
広

域
で
進
め
る
の
が
望
ま
し
く
、

広
域
の
利
点
を
活
か
し
た
い
。

火
葬
場
は
ど
う
な
る

問答

市
民
部
長

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
登
録
者
の
増
員
計
画

が
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
様
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の

か
。現

在
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
と
そ
う
で
な

い
地
域
が
あ
る
。
PTA
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
登
録
者
、
地
域

の
方
々
の
協
力
を
得
て
地
域

性
を
考
慮
し
た
活
動
や
各
校

独
自
の
取
り
組
み
等
を
計
画

す
る
と
と
も
に
、
「
協
働
」

の
意
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
増

員
の
計
画
に

つ
い
て
は
、

各
機
会
を
通

じ
学
校
単
位

や
地
域
単
位

で
積
極
的
に

呼
び
か
け
増

員
に
努
め
る
。

朽
化
し
耐
火
構
造

に
な
っ
て
い
な
い

た
め
難
し
く
、
桃

山
、
粉
河
、
那
賀

火
葬
場
で
７
炉
あ

り
、
人
口
的
に
も

対
応
が
可
能
な
た

め
、
廃
止
の
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

五
色
台
広
域
施

設
組
合
施
設
の
利

用
は
平
成
25
年
か

ら
供
用
開
始
す
べ

く
計
画
し
て
い
る
。

火
葬
場
の
老
朽
化

答

市

長
打田火葬場

「基本に忠実」に
子
ど
も
の
登
下
校

時
の
安
全
を
守
る
た

め
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
（
子
ど
も
見

守
り
隊
）
の
活
動
が

近
年
一
部
地
域
で
弱

体
化
し
て
い
る
様
に

見
受
け
ら
れ
る
。
立

て
直
し
を
図
る
必
要

問

答

教
育
部
長

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
に
幹
線
道
路
を

美
し
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
道
・
県
道
は
そ
れ
ぞ
れ
国

・
県
へ
強
く
要
望
す
る
。
市

道
の
幹
線
道
路
は
、
現
在
請

負
、
作
業
員
、
各
地
区
に
委

託
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

実
施
等
多
く
の
方
法
で
維
持

管
理
が
さ
れ
て
い
る
が
ま
だ

ま
だ
不
十
分
の
感
が
す
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
請

負
、
作
業
員
に
よ
る
清
掃
の

拡
大
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
「
協
働
」
の
観

点
か
ら
各
地
区
に
委
託
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
を

よ
り
一
層
強
化
し
、
き
れ
い

な
道
路
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
は
。
ま
た
、
紀
ノ
川
広
域

農
道
に
つ
い
て
は
、
委
託
に

よ
る
年
一
回
の
清
掃
を
年
2

回
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

国
道
・
県
道
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
へ
今
後
も
強
く
要
望

し
て
い
く
。
幹
線
道
路
は
、

本
市
の
財
政
面
の
問
題
や
協

働
の
精
神
か
ら
、
自
治
会
等

各
種
団
体
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
が
、
安
全

面
の
問
題
が
大
き
く
立
ち
は

だ
か
る
。

今
後
、
必
要
性
や
体
制
づ

く
り
等
の
検
討
を
行
な
い
美

化
に
努
力
す
る
。

幹
線
道
路
の
美
化
を

問

頑張るスクールサポーター

答

農
林
商
工
部
長
・
建
設
部
長

区
域
の
設
定
は
十
分
検
討
し

た
い
。



12

紀の川市議会だより Ｎｏ.7 平成20年［2008］

1213

紀の川市議会だより Ｎｏ.7 平成20年［2008］

13

杉原　勲　議員

税
等
の
徴
収
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
本
市
も
民
間
企

業
、
個
人
所
得
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
国

か
ら
の
補
助
金
、
交
付
税
確

保
が
難
し
い
状
況
で
市
の
一

般
財
源
を
確
保
す
る
上
で
、

自
主
財
源
で
あ
る
税
、
負
担

金
、
使
用
料
、
手
数
料
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

税
は
公
平
負
担
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
義
務
が
あ
る
が
、

市
民
の
懐
の
厳
し
い
状
況
で

の
市
の
徴
収
税
率
向
上
に
対

す
る
対
策
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
構
成
比
率
が
大
き

い
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産

税
の
収
納
率
は
全
国
、
県
下

で
本
市
は
ど
の
位
置
に
あ
る

か
合
せ
て
聞
き
た
い
。

19
年
度
の
徴
収
率
は
現
年

課
税
分
97
．
4
％
、
滞
納
繰

ま
た
、
年
三
回
の
主
幹
級

以
上
に
よ
る
一
斉
徴
収
も
行

い
収
納
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
本
市
の
徴

収
率
は
全
国
1
千
827
団
体
中

1
千
565
番
目
、
県
下
30
団
体

中
21
番
目
で
あ
る
。

今
後
も
納
税
者
と
の
接
触

を
図
り
、
納
税
相
談
等
を
通

じ
て
さ
ら
な
る
収
納
の
向
上

に
一
層
努
め
る
。

税
の
徴
収
率
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
従
来
の
幹
部
だ
け

で
な
く
若
手
職
員
も
徴
収
業

務
に
当
る
体
制
を
整
え
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

越
分
は
15
．
3
％
で
電
話
に

よ
る
催
告
や
班
体
制
に
よ
る

徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

高
額
の
滞
納
者
、
資
産
や

収
入
が
有
る
の
に
納
税
さ
れ

な
い
方
、
再
々
の
催
告
お

よ
び
納
付
相
談
に
応
じ
な
い

方
、
納
付
約
束
後
履
行
さ
れ

な
い
方
に
対
し
市
は
滞
納
者

の
不
動
産
の
所
有
状
況
や
預

貯
金
を
調
査
し
差
し
押
さ
え

等
の
対
策
も
講
じ
改
善
な
き

場
合
は
、
一
定
の
猶
予
期
間

を
設
定
し
た
の
ち
、
最
終
催

告
を
文
書
で
行
い
和
歌
山
地

方
税
回
収
機
構
へ
移
管
し
て

い
る
。

税
等
の
徴
収
の
取
り
組
み
は

問答

総
務
部
長

答

市

長

市民税現年収納率

97.9%

0%

98.0%

98.1%

98.2%

98.3%

98.4%

98.5%

98.6%

98.7%

98.8%

H17年度 H18年度 H19年度

に
と
っ
て
は
巡
回
バ
ス
は
重

要
で
、
多
く
の
市
民
が
利
用

し
て
始
め
て
価
値
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
問
題
点
を
整

理
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

三
重
県
鈴
鹿
市
で
は
、

「
鈴
鹿
方
式
」
と
呼
ば
れ
る

住
民
参
加
の
シ
ス
テ
ム
が
有

効
に
機
能
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
成
功
し

要
望
も
聞
き
な
が
ら
、
多
く

の
皆
様
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
バ
ス
に
し
て
い
き
た
い
。

他
府
県
の
成
功
例
も
参
考
に

し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
所
は

取
り
入
れ
て
い
く
。

て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て

も
利
用
し
や
す
い
バ
ス
に
し

て
い
く
た
め
の
考
え
は
。

走
ら
す
以
上
は
乗
っ
て
ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
住
民
の

行
政
と
住
民
の
協
働
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

市
民
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
第
一
で
あ
り
、
基
本
指
針

を
策
定
し
て
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。昨

年
6
月
議
会
で
の
一
般

利用しやすい巡回バスに
本
市
で
は
こ
の
間
、

地
域
巡
回
バ
ス
が
試

行
運
行
さ
れ
て
き
た

が
、
今
後
使
い
勝
手

の
よ
い
移
動
手
段
と

し
て
の
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
現
在

の
問
題
点
と
課
題
は
。

道
路
規
制
等
が

あ
っ
て
入
れ
な
い
所

も
あ
る
。
交
通
弱
者

問答
企
画
部
長

問

答

市

長

市
民
提
案
の
ま
ち
づ
く
り
を

問 答

地
域
振
興
部
長

質
問
で
、
私
が
提
案
し
た
市

民
予
算
提
案
制
度
は
、
行
政

と
住
民
の
協
働
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
か
ら
の
提
案
制
度
と

い
う
の
も
今
後
進
め
て
い
く

中
で
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
と
認
識
し

て
い
る
。

提
案
に
つ
い
て
は
前
向
き

に
考
え
て
い
き
た
い
。

答

市

長
紀の川市地域巡回バス

岡田　勉　議員

地
方
財
政
健
全
化

法
に
基
づ
く
紀
の
川

市
の
財
政
状
況
は
ま

ず
ま
ず
と
考
え
る
が
、

今
後
諸
々
の
ビ
ッ
グ

事
業
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
る
に
財
政
の
後
年

度
負
担
は
。
将
来
の

財
政
計
画
を
問
う
。

ま
た
、
福
田
内
閣

は
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
を
閣
議

決
定
し
た
が
、
地
方
道
路
整

備
が
遅
れ
て
い
る
我
が
県
市

の
道
路
行
政
に
大
き
な
支
障

を
き
た
す
事
に
な
ら
な
い
か
、

道
路
特
定
財
源
の
維
持
確
保

の
強
力
な
働
き
か
け
が
重
要

な
の
で
は
な
い
か
問
う
。

今
後
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
規
模
事
業
な
ど
を

執
行
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

現
状
だ
け
を
見
て
楽
観
視
す

る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
数

値
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら

適
切
な
財
政
運
営
を
し
て
い

く
。本

県
本
市
の
よ
う
に
道
路

整
備
の
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
さ
ら
に
立
ち
遅
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
県
と
共
に

道
路
財
源
の
安
定
的
な
確
保

に
向
け
て
要
望
し
て
い
き
た

い
。

原　延治　議員

紀の川市財政は大丈夫か
問

答

総
務
部
長

答

市

長

県
下
に
14
の
警
察
署
が
あ

る
が
市
に
警
察
署
の
な
い
の

は
紀
の
川
市
だ
け
で
あ
る
。

東
は
か
つ
ら
ぎ
署
か
ら
岩
出

署
ま
で
の
間
警
察
署
が
な
い
。

最
近
の
犯
罪
状
況
等
を
見

る
と
安
全
で
安
心
で
き
る
状

況
に
な
い
。
新
設
紀
の
川
警

察
署
の
設
置
を
強
く
働
き
か

け
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
ま

で
の
間
の
安
全
安
心
対
策
を

問
う
。

長
期
総
合
計
画
実
施
計
画

の
政
策
目
標
の
中
に
掲
げ
て

い
る
「
だ
れ
も
が
災
害
や
犯

罪
の
不
安
が
な
く
、
協
力
し

合
っ
て
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
」
ま
ち
を
目
指
す
た

め
に
も
、
警
察
署
は
是
非
と

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

新
し
い
紀
の
川
警
察
署
の

建
設
に
向
け
て
、
議
員
各
位

の
協
力
を
得
な
が
ら
要
望
し

て
い
き
た
い
。

紀
の
川
市
の

安
全
安
心
は

問答

総
務
部
長

答

市

長

市道井田中ノ才線

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

り
、
各
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
が
、
よ
り
充
実
し
た

形
で
提
供
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
が
、
事
業
所
を
選
ぶ
場

合
の
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
が

市
町
村
と
な
っ
た
な
か
で
、

市
が
各
事
業
所
に
委
託
し
っ

ぱ
な
し
で
は
な
く
、
取
り
組

ま
れ
て
い
る
中
身
に
つ
い
て

も
き
ち
ん
と
把
握
し
て
、
必

要
な
支
援
や
指
導
が
な
さ
れ

る
こ
と
が
い
ま
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
向
け
て
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
事
業
所
に
対
し
て
も
特

来
年
度
、
障
害
者
自
立
支

援
法
の
改
正
の
動
向
も
見
据

え
た
な
か
で
、
事
業
所
に
対

し
て
必
要
な
支
援
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

研
修
な
ど
の
紹
介
も
行
っ
て

い
き
た
い
。

市
が
委
託
す
る
各
事
業
所

の
実
情
に
応
じ
た
事
業
所
へ

の
支
援
を
ど
う
進
め
る
か
。

石井　仁　議員

問 質
の
向
上
に

向
け
て

問

答

保
健
福
祉
部
長

答

保
健
福
祉
部
長

作
業
所
へ
の
配
慮 

発
注
を

る
物
品
の
状
況
を
確
認
し
た

上
で
、
関
係
機
関
に
紹
介
す

る
な
ど
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

今
後
、
市
が
行
っ
て
い
る

業
務
の
な
か
で
、
作
業
所
な

ど
に
発
注
で
き
る
業
務
に
つ

い
て
も
調
査
を
し
な
が
ら
で

き
る
だ
け
発
注
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
の
行
う
行
事
・
式
典
等

で
の
記
念
品
等
に
、
作
業

所
の
製
品
を
活
用
す
る
な
ど
、

作
業
所
の
「
仕
事
づ
く
り
」

を
ど
う
支
援
し
、
就
労
支
援

を
す
す
め
て
い
く
か
。

作
業
所
が
取
り
扱
っ
て
い

問答

保
健
福
祉
部
長

紀の川・岩出地域生活支援センター

問

答

地
域
振
興
部
長
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庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会

７
月
24
日
・
25
日
の
両
日
、

兵
庫
県
淡
路
市
と
南
あ
わ
じ

市
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。淡

路
市
は
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
旧
津
名
郡
５
町
が

合
併
し
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
の
本
庁
舎
は
、
新
庁

舎
を
建
て
る
ま
で
の
仮
庁
舎

と
し
て
、
合
併
前
に
完
成
し

た
も
の
で
、
庁
舎
の
概
要
は

延
べ
床
面
積
４
千
632
㎡
、
鉄

骨
３
階
建
て
、
総
工
費
は
５

年
の
リ
ー
ス
方
式
で
８
億
７

千
180
万
円
で
す
。

淡
路
市
は
、
財
政
状
況
が

厳
し
く
、
本
庁
舎
の
建
設
を

残
念
し
、
仮
庁
舎
を
本
庁
舎

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
町

単
位
に
設
置
し
て
い
る
総
合

事
務
所
（
支
所
）
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
利
便
性
を
考
え

廃
止
は
考
え
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

一
方
南
あ
わ
じ
市
は
、
平

成
17
年
１
月
11
日
に
旧
三
原

郡
４
町
が
合
併
し
発
足
し
ま

両
市
と
も
、
合
併
後
も
財

政
状
況
は
非
常
に
厳
し
く
、

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
、
以
前
か
ら

お
知
ら
せ
し
て
い
る
よ
う
に
、

分
庁
舎
方
式
の
無
駄
を
考
え

る
と
新
庁
舎
の
建
設
は
必
要

で
あ
る
が
、
市
の
財
政
状
況

を
考
え
る
と
、
グ
レ
ー
ド
が

高
い
も
の
で
は
な
く
、
実
用

的
で
環
境
に
配
慮
し
た
設
計

に
す
る
よ
う
執
行
部
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
視
察
研
修
報
告

し
、
本
庁
舎
建
設
後
は
、

各
旧
町
単
位
に
設
置
し

て
い
る
支
所
は
廃
止
す

る
方
向
で
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

し
た
。

庁
舎
建
設

に
つ
い
て

は
、
合
併
協

議
の
中
で
建

設
場
所
の
み

決
定
し
て
お

り
、
現
在
検

討
委
員
会
を

設
置
し
、
他

の
公
共
施
設

の
整
備
と
あ

わ
せ
協
議
中

と
の
こ
と
で

す
。
建
設
規

模
等
に
つ
い

て
は
、
淡
路

市
を
参
考
に

淡路市役所庁舎

南あわじ市での研修

昨年の紀の川市と中国山東省濱州市との友好都市
提携に伴い、10月６日に濱州市長を始めとする濱
州市政府友好訪問団９名が来市され、歓迎式典が開
催されました。
また、桃源郷運動公園において、記念植樹が行わ
れました。

７
月
31
日
・
８
月
１
日
の

両
日
、
徳
島
県
徳
島
市
と
兵

庫
県
南
あ
わ
じ
市
へ
の
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

徳
島
市
は
、
平
成
12
年
に

農
業
施
策
の
指
針
で
あ
る

「
新
徳
島
市
農
業
・
農
村
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

平
成
18
年
に
こ
れ
を
見
直
し

ま
し
た
。

今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

「
健
や
か
新
鮮
ブ
ラ
ン
ド
産

地
・
徳
島
づ
く
り
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

お
よ
び
農
産
物
の
安
全
・
信

頼
の
確
保
を
主
要
な
目
標
と

し
、
あ
わ
せ
て
多
様
な
役
割

を
果
た
す
都
市
農
業
の
振
興

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
議
会
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
新
庁
舎
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
、

庁
舎
南
側
の
JA
紀
の
里
敷
地
購
入
を
断

念
し
た
あ
と
、
市
で
は
現
在
の
庁
舎
敷

地
へ
の
建
設
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

今
回
、
市
長
か
ら
現
有
施
設
の
有
効

利
用
と
財
政
面
等
を
考
慮
し
、
ま
た
、

敷
地
内
へ
の
建
設
が
可
能
と
判
断
し
、

現
在
の
庁
舎
敷
地
に
建
設
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
本
委
員
会
へ
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
の
改
訂

で
、
基
本
目
標
や
数
値

目
標
を
設
定
し
、
今
後

重
点
的
に
取
り
組
む
対

策
を
明
確
化
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

市
が
実
施
す
べ
き
施
策

に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
業

者
や
生
産
者
団
体
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
施
策

や
消
費
者
や
関
係
機
関

等
の
理
解
や
協
力
が
欠

か
せ
な
い
施
策
も
あ
り
、

今
後
、
本
市
の
農
業
振

興
施
策
を
考
え
る
う
え

下
水
道
加
入
促
進
課
を
設
置

し
個
別
訪
問
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
受
益
者
負
担
金
や
下

水
道
料
金
も
統
一
し
、
早
期

接
続
者
奨
励
金
制
度
等
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
12
月
に

公
共
下
水
道
が
一
部
供
用
開

始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、

本
委
員
会
と
し
て
も
執
行
部

と
十
分
協
議
を
し
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

９
月
19
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
各

委
員
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
あ
と
、
採

決
し
た
結
果
、
市
長
の
提
案
ど
お
り
現

在
の
庁
舎
敷
地
へ
の
建
設
に
同
意
す
る

こ
と
に
決
定
し
、
全
議
員
に
報
告
い
た

し
ま
し
た
。

で
お
お
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

次
に
、
南
あ
わ
じ
市
は
、

平
成
17
年
１
月
11
日
に
旧
三

原
郡
４
町
が
合

併
し
た
人
口
５

万
３
千
人
の
市

で
す
。

南
あ
わ
じ
市

で
は
、
「
ふ
れ

あ
い
共
生
の
ま

ち
再
生
計
画
」

の
中
で
、
南
あ

わ
じ
市
で
は
、

下
水
道
加
入
率

の
向
上
の
た
め
、

南あわじ市での研修

徳島市での研修

春日井市での研修

７
月
17
日
・
18
日
の
両
日
、

長
野
県
飯
田
市
と
愛
知
県
春

日
井
市
へ
環
境
問
題
対
策
事

業
に
つ
い
て
の
先
進
地
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

飯
田
市
は
、
平
成
９
年
に

は
国
か
ら
全
国
の
先
駆
け
と

な
る
エ
コ
タ
ウ
ン
の
承
認
を

受
け
る
な
ど
、
先
進
的
に
環

境
問
題
対
策
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
市
で
あ
り
ま
す
。

飯
田
市
が
行
っ
て
い
る
太

陽
光
発
電
事
業
は
、
国
の
補

助
金
や
、
市
民
か
ら
の
出
資

金
を
活
用
し
、
市
内
NPO
が
中

心
と
な
っ
て
設
立
し
た
「
お

ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
株

式
会
社
」
が
、
市
内
の
保
育

所
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
施

電
現
場
を
見
学
し
た
と
こ
ろ
、

保
育
士
や
保
護
者
の
話
で
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
恵

み
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ

る
。」、「
家
庭
で
も
環
境
に

対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
て
き

れ
、
多
く
の
受
講
者
が
あ
り
、

１
階
の
広
場
で
は
、
粗
大
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
自
転
車

や
家
具
な
ど
を
修
理
し
、
販

売
す
る
展
示
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
春
日
井
市
で
は
環

境
問
題
に
関
心
の
あ
る
市
民

団
体
が
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
大
規
模
な
市
民
消
費
生

活
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。紀

の
川
市
と
し
て
も
、
行

政
・
市
民
・
企
業
が
パ
ー
ト

厚
生
常
任
委
員
会（
研
修
）

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、

環
境
問
題
解
決
に
向
け

て
、
協
働
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
改
め
て

感
じ
た
研
修
で
し
た
。

た
。」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

次
に
春
日
井
市
を

訪
れ
、
資
源
循
環
型

社
会
に
転
換
す
る
こ

と
を
目
的
に
建
設
さ

れ
た
「
エ
コ
メ
ッ
セ

春
日
井
」
を
視
察
研

修
し
ま
し
た
。

エ
コ
メ
ッ
セ
春
日

井
で
は
、
環
境
問
題

に
関
す
る
講
座
が
年

間
80
回
以
上
開
催
さ

設
の
屋
根
に
太
陽

光
発
電
装
置
を
設

置
、
発
電
・
売
電

を
行
い
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
・

グ
リ
ー
ン
電
力
の

普
及
・
出
資
者
へ

の
収
益
分
配
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

飯
田
市
立
鼎か

な
え

み

つ
ば
保
育
園
を
訪

問
し
、
実
際
の
発

飯田市鼎みつば保育園

新庁舎建設候補地決まる中国友好都市濱
ひん

州
しゆう

市
政府友好訪問団来市

産
業
建
設
常
任
委
員
会（
研
修
）
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意　見　書

〔要　　旨〕

〔提  出  先〕

道路は、国土の均衡ある発展と豊かな社会生活の実現に欠かすことができない最も基

本的な社会資本であり、整備促進には住民から強い期待が寄せられているなか、本市は

これまで、あらゆる機会を通じて地方の道路整備の推進と道路財源の確保を訴えてきた。

半島地域に位置し、道路整備が著しく立ち遅れた和歌山県にあって、紀の川市は関西

国際空港臨空圏の中核都市として、広域的な交流を図る礎となる都市基盤整備を進める

ために現在、京奈和自動車道、国道 480 号線の道路整備が推進されている。さらに本

市にとって府県道泉佐野打田線の整備促進は喫緊の課題である。京奈和自動車道の打田

ＩＣから阪和自動車道の上之郷ＩＣを結ぶ（仮称）紀の川関空連絡道の整備促進、打田

ＩＣから国道 24号線に至る県道の四車線化の実現などは、県北部を代表する広域主要

幹線道路としての機能を有することになるため、国土軸へのネットワークの形成と交通

アクセスの早期整備が急務の課題である。

よって、道路特定財源の一般財源化後においても、地方に必要な道路整備が、着実に

進められるよう強く要望するものである。

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣、経済

財政政策担当大臣、行政改革担当大臣

［可決（全員賛成）］

〔要　　旨〕

〔提  出  先〕

急激な原油価格の高騰は、ガソリン代・灯油代の値上がりに加え、原材料費や穀物価

格の高騰を招き、パン・即席めん・乳製品など、食料品から日常生活用品にいたるまで

価格を上昇させ、国民のくらしに深刻な影響をおよぼしている。

このような状況の中、特に農業者は、農産物価格に対し生産費高騰分の価格転嫁は困

難な状況にあり、さまざまなコスト低減策に取り組み、経営維持のため懸命な努力をし

ているが、著しく経営を圧迫しているのが現状である。

よって国におかれては、国民生活を守り経済活動を安定させると共に、安全で安心で

きる農産物を安定的に供給するために、原油価格の高騰に対する緊急対策を強く要望す

るものである。

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、農林水産大臣、経済産業大臣

［可決（全員賛成）］

地方の道路整備の促進と安定的な財源確保を求める意見書

原油価格高騰に対する緊急対策を求める意見書

下水道に接続するのに負担金は必要？

接続するには負担金（受益者負担金）が必要です。
１敷地あたりの基本額１０万円と敷地面積１㎡に対して単価５０円を乗じた金額の合計となります。
※１戸は、土地が２筆以上あっても１敷地とします。

受益者負担金を納める時期はいつ？

宅内排水設備工事の申請があったときとなります。

下水道の使用料はどうなるの？

水道のみ使用の場合

いくらかかるの？ 下水道

区　分 基本料金 超　過　料　金

一　　般 10㎥まで 1,365 円 10㎥を超えた場合 1㎥あたりプラス 168 円

公衆浴場 1㎥あたり 10.5 円

詳しくは紀の川市建設部下水道課（☎６６－１１００）までお問い合せください。

道路の下にはこのような管が入ります。

あなたの家からこのように接続します。

※ 10円未満切捨て
また、井戸水のみ使用、水道と井戸水併用の場合算定方法が変わります。
（基本として水道の使用水量が下水道の使用水量となりますが、井戸水を併用されている場合は、井戸水分の認定水量が考慮されます。）

助成金はあるの？

1 年以内に加入の場合　7万円
2年以内に加入の場合　5万円
3年以内に加入の場合　3万円
※宅内排水設備工事費の見積金額の範囲内で、
　供用開始日から工事が完了した日までの期間。

平成20年12月10日に一部地域でスタートします。

よくある質問
Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

募 集 中
あなたのお店を「広報紀の川」と
「紀の川市ホームページ」で広告しませんか？（有料）

【問合せ】紀の川市広報広聴課（TEL 77-2511　本庁）
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紀の川市の 歴史を散歩
安政四年（1857 年）、百合山新四国八十八ヶ所は当時の豪族や貴族が発起し百合山

一帯に霊場を開いたもので、当時は参詣者が殺到し他に類を見ない大霊場であったらしい。

昭和4年（1929年）竹房橋完成に
合わせて地元有志等の力添えで新
四国八十八ヶ所は再興され、供養日
には臨時列車も出て20万人もの参
詣者があったそうだ。

百合山を歩いて最後八十八番（大
お お

窪
く ぼ

寺
じ

）に到着。占めて三時間おつかれ
さん。

戦後は参詣者も激減し荒廃してい
たが、昭和62年5月に歴史の道とし
て再興した。地元の方々のご尽力に
心から敬服いたします。

平成4年（1992年）から百合山が
桜一色に染まるころ3月、「花まつり」
が行われる。白装束の巡礼者達が巡
拝するイベントもあって待ちどおしい。
また、この11月には落ち葉ロードを踏
みしめウォークラリーも実施される。

紀の川の歴史の散歩道をぜひ味
わって下さい。

さかのぼる事890年西行法師（俗
名 佐藤義清）が竹房に生誕したこと
が分かり石碑（表紙写真）も建つが、
これらの歴史的物語を記するにはあま
りにも膨大でこれでおしまい。

Part1特　集

ふるさと大賞受賞記念碑

憩いの広場

ではその新四国八十八ヶ所めぐりといきましょう。
出発してすぐ七番・十一番の案内板が目に飛び込
んできて順路が分からなーい!

気を取り直して地図とニラメッ
コして再度挑戦。ありました、
まず沿道の左手口から入って
第七番（十

じ ゅ う ら く じ

楽寺）にたどり着
く。もうこれだけで満喫…くじ
けずに沿道をもどって…。

第八番（熊
く ま だ に じ

谷寺）から順序よく
訪ねていける。

第十九番（立
た つ え じ

江寺）まで来ると「ふるさと大
賞受賞記念碑」があって、番外の不動の滝が
又、歩き疲れた身を癒してくれる。 第三十五番（清

き よ た き じ

滝寺）まで来るとあずまや休憩所があってちょっ
と一服。ハイキングを兼ねて巡拝に来るファミリーやヤングは展
望所の憩いの広場でランチにするのも良いかも。



※配布の不手際、配布漏れの連絡は、配布委託業者「株式会社ダイコクTEL0120・60・3912（フリーダイヤル）」までお願いします。

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
清
々

し
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
は
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
か
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
落
雷

が
各
地
で
発
生
し
強
い
地
震

も
何
度
か
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
心
配
さ
れ
る
東
南

海
・
南
海
地
震
の
今
後
30
年

以
内
の
発
生
確
率
も
60
〜
70

％
程
度
と
い
つ
何
時
に
発
生

す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
様
に
は
あ
ら
ゆ

る
自
然
災
害
に
対
し
「
た
い

し
た
こ
と
は
な
い
」
と
か

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
言
う

意
識
、
信
じ
た
く
な
い
心
理

を
取
り
除
き
、
よ
り
い
っ
そ

う
の
防
災
意
識
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

切
望
す
る
し
だ
い
で
す
。

Ｍ
・
Ｋ

編
集
後
記

◀
白
水
園
で
の
ラ
ジ
オ
体
操

▲紀の川市スポーツフェスティバル2008

▲川原小学校の稲刈り編
集
／
発
行

紀
の
川
市
議
会 
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